
492020/3　地球温暖化

イクレイは、昨年開催された国連気候変動枠
組条約第25回締約国会議（COP25）の会期中に、
国連気候変動枠組条約（UNFCCC）における自
治体および地方行政機関（LGMA）を代表して、

「TOWARDS MULTILEVEL ACTION COP26」
という公式文書を発表している。ここでは、6項
目にわたって述べられた重要事項の全文を紹介
する（項目3〜6は5月号に掲載）。

TOWARDS MULTILEVEL ACTION 
COP26 in Glasgow in 2020
Our List of Priority Areas
2020年にグラスゴーで開催される
COP26に向けた優先行動リスト

1. Raise ambition
野心の向上

Increase climate emergency declarations, 
climate neutrality targets and transition to 
100% Renewables divesting from fossil fuels 
with additional mechanism for synergy and 
implementation; including aligning commitments 
with the global carbon budget and long term 
strategies such as 2050 Pathways; addressing 
imp lemen ta t ion  p rob lems  caused  by 
additionality criteria such as corresponding 
adjustments; and improving local legislation and 
policy frameworks to increase climate neutrality 
targets and transition to zero emissions.

気候危機・気候非常事態の宣言、気候中立（脱
炭素）目標、および相乗効果と実施のための追加
メカニズムを備えた化石燃料からの100％再生
可能エネルギーへの移行を増やす。なお、①こ

れらのコミットメントを世界のカーボン・バジェ
ットおよび2050Pathwayなどの長期戦略と整合
させること、②対応的調整を行うなど、追加基
準によって引き起こされる履行の課題にも対処
すること、③気候変動の中立性（脱炭素）目標を
高め、ゼロエミッションに移行するために、地域
の法規制や政策の枠組みを改善すること、を含
む。

2. �NDC Vertical Integration and 
Transparency
NDC（自国が決定する貢献）の縦断的な
統合と透明性の向上

Invite Parties to the Paris Agreement to 
establish multi-level collaboration and 
engagement mechanisms at the national level 
throughout 2020 in order present at COP26 in 
Glasgow new and revised NDCs with higher 
ambitions, supported with adequate monitoring, 
r epo r t ing  and  ve r i f ica t ion  to  ensu re 
transparency. 

透明性を確保するための適切なモニタリング、
報告、検証でサポートされた、より高い野心を持
つ、改定されたNDCをグラスゴーで開催される
COP26の場で公表できるように、パリ協定の締
約国に対して、2020年を通して多様な層との連
携（マルチレベル・コラボレーション）と参加が
可能な国家レベルの仕組みを確立するよう求め
る。

ICLEI（イクレイ）は、持続可能な社会の実現をめざして
世界1750以上の自治体で構成された国際ネットワーク。
イクレイ日本は国内の会員自治体と国際ネットワークと
をつなぐ役割を担う。現在、国内21の自治体が参画。

自治体と気候変動対策〜取り組みの主役たち
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